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2021年 4月 17日
ねん がつ にち

復活節第 3主日
ふっかつせつだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

ルカ福音は、エマオへの道で復活された主と歩みをともにし、食卓を囲み、パンを割い
ふくいん みち ふっかつ しゅ あゆ しょくたく かこ さ

たときにイエスだと気がついた二人の弟子について触れています。
き ふた り で し ふ

イエスが復活された主だと悟った二人の弟子は、「道で話しておられるとき、また聖書を
ふっかつ しゅ さと ふた り で し みち はな せいしょ

説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたではないか」と語り合い、その心
せつめい こころ も かた あ こころ

の高ぶりを分かち合うためにエルサレムへととって返します。
たか わ あ

本日のルカ福音はその二人がエルサレムに戻った様から、話を始めています。二人は、
ほんじつ ふくいん ふた り もど さま はなし はじ ふた り

復活された主との出会いという自らの体験と心の思いを分かち合う、復活の主の証し
ふっかつ しゅ で あ みずか たいけん こころ おも わ あ ふっかつ しゅ あか

人、証人となりました。
びと しょうにん

そこに現れた主ご自身は、さまざまな手段を講じてご自分を示され、弟子たちの理解を
あらわ しゅ じ しん しゅだん こう じ ぶん しめ で し り かい

促します。それによってイエスは、復活が単なるこの世のいのちへの復帰の奇跡ではな
うなが ふっかつ たん よ ふっ き き せき

く、体の復活でありながらも、同時に超越したいのち、すなわち「死の状態から時空
からだ ふっかつ どう じ ちょうえつ し じょうたい じ くう

を超えた別のいのちに」移ったことを明示します。(カテキズム 646)
こ べつ うつ めい じ

弟子たちに復活のいのちを解き明かしたイエスは、今日の福音の終わりに、「あなた方は
で し ふっかつ と あ き ょ う ふくいん お がた

これらのことの証人となる」と告げられます。
しょうにん つ

使徒言行録は、復活の出来事を体験したペトロが、力強くイエスについてあかしする姿
し と げんこうろく ふっかつ で き ごと たいけん ちからづよ すがた

を記しています。ペトロは変身したのでしょうか。もちろん復活の主との出会いが彼の心
しる へんしん ふっかつ しゅ で あ かれ こころ

に勇気を与え、揺るぎない信仰を持って語る使徒に変えたのは間違いがないでしょう。
ゆう き あた ゆ しんこう も かた し と か ま ちが

しかし、全く異なる人に変身してしまった訳ではありません。ペトロは、復活の主との
まった こと ひと へんしん わけ ふっかつ しゅ

出会いの体験を通じて何を語るべきなのかを悟ったのです。それが、ペトロがここで強
で あ たいけん つう なに かた さと きょう

調する、「わたしたちは、このことの証人です」と言う言葉に込められています。
ちょう しょうにん い こと ば こ
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使徒ヨハネは手紙で、「神の言葉を守るなら、まことにその人の内には神の愛が実現して
し と て がみ かみ こと ば まも ひと うち かみ あい じつげん

います」と記します。
しる

すなわち、恐れていたペトロは、自分の心のうちを語る自分の証人でした。ですから恐
おそ じ ぶん こころ かた じ ぶん しょうにん おそ

れをあかししていたのです。しかし復活された主との出会いによって、神のことばを心
ふっかつ しゅ で あ かみ こころ

に植え付けられ、心は燃え立たせられ、その言葉を守ることで、心のうちに神の愛が実現
う つ こころ も た こと ば まも こころ かみ あい じつげん

しました。そして使徒は、自らが何を語るべきなのかを悟ったのです。神が求める証人
し と みずか なに かた さと かみ もと しょうにん

は自分の心のうちを語るのではなく、復活された主との出会いで与えられた神のことば
じ ぶん こころ かた ふっかつ しゅ で あ あた かみ

を語るのです。復活された主との出会いによって燃え立たせられた心のうちに実現する、
かた ふっかつ しゅ で あ も た こころ じつげん

神の愛をあかしするのです。
かみ あい

2015 年 12 月に、教皇フランシスコは、「いつくしみの特別聖年」を始めるにあたり、大
ねん がつ きょうこう とくべつせいねん はじ だい

勅書「イエス・キリスト、父のいつくしみのみ顔」にこう記していました。
ちょくしょ ちち かお しる

「教会には、神のいつくしみを告げ知らせる使命があります。いつくしみは福音の脈打
きょうかい かみ つ し し めい ふくいん みゃく う

つ心臓であって、教会がすべての人の心と知性に届けなければならないものです。・・
しんぞう きょうかい びと こころ ち せい とど

・したがって教会のあるところでは、御父のいつくしみを現さなければなりません」
きょうかい おんちち あらわ

（12）

わたしたちは、何をあかしする証人なのでしょう。わたしたちの教会共同体は、何を
なに しょうにん きょうかいきょうどうたい なに

あかしする証人となっているのでしょう。対立やいがみ合いや差別や排除ではなく、い
しょうにん たいりつ あ さ べつ はいじょ

つくしみをもってすべてを包み込み、互いに支え合う愛をあかしする証人でありたいと
つつ こ たが ささ あ あい しょうにん

思います。
おも


